
こうち男女共同参画プラン（案）の概要
文化生活スポーツ部
県民生活・男女共同参画課

＜取組の柱＞
(1)政策・方針決定過程への女性の参画の拡大
(2)働く場をひろげる
(3)地域・防災分野における男女共同参画の推進
　

＜取組の柱＞
(1)社会全体の意識を変える
(2)さまざまな場での意識を変える

＜取組の柱＞
(1)育児・介護等の基盤整備
(2)貧困等生活上の困難に対する支援と多様性を尊重する環境の整備
(3)「人生100歳時代」を見据えたからだとこころの健康支援　
(4)女性に対するあらゆる暴力の根絶

男女共同参画の面から見た
健やかで安心な暮らし

テーマ３
「環境を整える」

あらゆる分野における
男女共同参画の推進

多様な働き方の選択、
ワーク・ライフ・バランスの実現

テーマ１
　「意識を変える」

テーマ２
「場をひろげる」

・より県民の方に近く、地域の課題に応じた取組を実施できる市町村
　への支援、連携強化が必要
・分野ごとの男女平等に関する意識は、まだ偏りがある（特に、家庭
　生活、職場生活、政治の場に課題意識）
・県の審議会等に占める女性委員の割合は、近年上昇傾向ではあ
　るものの、国や全国平均を下回っている

（１）プランの位置づけ
　　・｢男女共同参画社会基本法」及び｢高知県男女共同参画社会づくり条例｣
　　　に基づく基本計画
　　・「女性活躍推進法」に規定される都道府県推進計画を包含

（２）プランの計画期間：令和3年度～令和7年度（必要に応じて中間見直し）
（３）他の計画との関係：国の第５次男女共同参画基本計画等との調和
（４）進行管理：実施状況を毎年調査、公表。PDCAサイクルを適用し、こうち
　　　　　　　　　　　　男女共同参画会議等で検証と見直し　　　　　　

　１　基本的な考え方

　２　現状と課題

　４　具体的な取組と重点目標

●「家庭生活」で男女が平等と感じている割合
       現状値　35.2％（R元年度）
　⇒　目標値　45.0％（R６年度）
●「職場生活」で男女が平等と感じている割合
　　　 現状値　34.3％（R元年度）
　⇒　目標値　45.0％（R６年度）

●男女共同参画計画策定市町村の割合
       現状値　市81.8％　町村39.1％(R元年度)
　⇒　目標値　市100％  町村70％以上(R７年度)

●県の審議会等の委員で、改選時に少ない方の性の
委員を1名以上増やした審議会の割合
  ⇒　目標値　90.0％（令和７年度）

●「政治の場」で男女が平等と感じている割合
 　　　現状値　16.4％（令和元年度）
　⇒　目標値　25.0％（令和６年度）

●高知家の女性しごと応援室における就職者数
　　　 現状値　668人（平成26～30年度累計）
  ⇒  目標値　1,000人（令和2～６年度累計）

●ファミリー・サポート・センター事業の提供会員数（両方会員含む）
　　 　　現状値　797人（令和元年度）　
　　⇒　目標値　1,000人（令和６年度）

●配偶者等からDV被害を受けたもののうち、どこか（だれか）へ相談した者の割合
　　　　 現状値　男性29.2%　女性56.3%（令和元年度）
    ⇒　目標値　男性40%   女性70%（令和６年度）

目指すべき姿の実現！

性別にかかわりなく、誰もが自分らしくいきいきと活躍できる高知県

＜重点目標＞ ＜重点目標＞
＜重点目標＞

目指すべき姿

基本理念

　３　基本的な方向

男女の人権の尊重
家庭での相互協力と職業
生活その他の活動との両立

社会の諸制度や慣行
についての配慮

男女の生涯にわたる
健康への配慮

意思の形成及び
決定過程への共同参画
国際社会の取組との協調
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基本理念

１　意識を変える

テーマ　

（目指す姿）
あらゆる分野における男女
共同参画の推進

２　場をひろげる

（目指す姿）
多様な働き方の選択、
ワーク・ライフ・バランスの実
現

３　環境を整える

（目指す姿）
男女共同参画の面から見
た健やかで安心な暮らし

(1)社会全体の意識を変える

取組の柱

(2)さまざまな場での意識を変える

(1)政策・方針決定過程への女性
の参画拡大

(2)働く場をひろげる

(3)地域・防災分野における男女
共同参画の推進

(1)育児・介護等の基盤整備

(2)貧困等生活上の困難に対する
支援と多様性を尊重する環境の整
備
(3)「人生100歳時代」を見据えた
からだとこころの健康支援

(4)女性に対するあらゆる暴力の根
絶

取組の方向
　①意識改革と社会制度・慣行の見直し

　②国際規範の尊重と、国際交流を通じた男女共同参画への理解の促進

　①家庭における男女共同参画の推進（※２）
　②学びの場での男女共同参画教育の推進
　③働く場での意識啓発（※１）
　④地域での意識啓発

　①政治・行政分野への女性の参画促進（※１）
　②団体・組織への女性の参画の促進（※１）

　①男女がともに働きやすい職場づくりとワーク・ライフ・バランスの推進（※２）

　②多様なニーズに応じた就労支援（※２）

　③農林水産業・商工業等、自営業における男女共同参画の推進（※１）

　①地域活動における男女共同参画の推進
　②防災分野での男女共同参画の拡大

　①地域における子育て支援の充実（※２）
　②地域における介護支援の充実

　①女性に対するあらゆる暴力の根絶

　①「人生100歳時代」を見据えたからだとこころの健康支援

　①貧困等生活上の困難に対する支援と多様性を尊重する環境の整備
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赤字下線 …現プランからの変更箇所　　  　　 …新規の取組を含む　　　　　　…拡充する取組を含む
　

※１…女性活躍推進計画に位置づけるもの　※２…女性活躍推進計画に位置づけ、重点的に取り組む４つの柱
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